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三軒において，語がW、，W，，一W。のr通り出現したとする。すなわち異
なり語数rである。そして，それらの語の出現度数はそれぞれN、，N2，…Nr
であり，ゆれの大きさはS、，S、，……Srである。延べ語数はΣ脇となる
（表4参照）。このとき，「一一・罰あたりのゆれ」と「一表記あたりのゆれ」とは，
次の式で表される値である。
一語あたりのゆれ＿Σ藁
　　　　　　　　　　r
一表記あたりの疇ΣT）
　これらの結果からどのようなことが考え．られるのだろうか。資料の性格や調
査の方法の点で，まだ閥題が残るので，断定的な態度はさけなけれぽならな
い。よって，以下目につくことをいくつか推測として述べる。
A）表2から動詞のゆれが他より大きいことがわかる。これは，動詞が形容詞
　や形容動詞語幹に比べて，一つの語が含みもつ意味が多様であることと関係
　があるのではないか。つまり意味の差異を表記の違いで示している可能性が
　あると思われる。
B）表2から形容詞のミー一・表認あたりのゆれミが他に比べて小さいことが認め
　られる。これは使用度数の高い語のゆれが小さいためである。つまり，形容
　詞では使用率の高い語は表記が安定していると言えよう。
C）グラフによれば，形容動詞語幹でゆれないものがかなり多い。このほとん
　どは漢語であり，漢字表記である。それに対し，表3のゆれの大きい形容動
　　　　　　　　　　　　　　　一201一
　詞語幹の7語のうち，和語が6語を占めている（調査対象42語のうち和語は
　12語）。これは漢語の表記が和語に比べて安定していることを示すものと考
　えられる。
D）表3で，ゆれの大きな語の中に，「面白い・素敵・真面目」のような当て
　字・熟字訓の表記を用いる語が晃られる。また「固い・主な・盛んな」のよ
　うな，昭和41年当時は当用漢字音訓表で認められていない表記が用いられて
　いる語がある。この事実は，当用漢字表・当用漢字音訓表による制約が蓑記
に与えた影響が働いたと思われる。
　以上のように，贔詞・使用率・語種・表記上の制約などを表記のゆれの要因
として推察することができるということは，この尺度の有効性をある程度示す
ものだと雷えよう。ただ，使用度数が低い場合はゆれの誤差が大きくなるなど
の欠点がある。しかし，大量のデータの処理によって，ゆれの大きな語と小さ
な語とをよりわけることは可能である。それを土台として，さらに次の研究段
階である質的な分析への発展が期待できよう。
（注1）　国立国語研究所報告38『電子計算機による新聞の語糞調査（E＞』（昭和45年）
（淺2）贔詞別度数順短挙位表をもとに，度数2Q以上のほとんどすべての形容詞・形
容動詞語幹。副詞を調査。動詞については度数20以上の約40％の語を調べた。
（注3）電子技術二二研究所の植村俊亮氏によって，マイクロフィッシュ化されたも
　の。
　この研究は，昭諏51年度文部省科学研究費補助金（一般研究A）による研究の一部で
ある。
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